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■ コメント 
・第 13 週は、劇症型溶血性レンサ球菌感染症の報告が 1 件ありました。本疾患は、主に A 群溶血
性レンサ球菌により引き起こされる感染症で、発症後数十時間以内に、急激に重篤な症状を示し、
死に至ることもあります。昨年の累積報告数は、2006 年以降最高（47 件・速報値）となりました
が、今年は昨年を上回るペースで報告されており、今後の動向に注意が必要です。 

・劇症型溶血性レンサ球菌感染症について、詳細は福岡県 HP「劇症型溶血性レンサ球菌感染症につ
いてお知らせします」（https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/stss.html）をご覧ください。 

・福岡県感染症情報ホームページ(https://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、
感染症発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 15  197  223  3,041  

腸管出血性大腸菌感染症 3  21  22  276  

アメーバ赤痢 3  5  3  118  

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 2  19  19  400  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1  23  25  556  

後天性免疫不全症候群 1  17  4  215  

ジアルジア症 1  2  2  8  

侵襲性肺炎球菌感染症 1  31  42  623  

梅毒 14  180  130  2,814  

百日咳 1  12  4  125  

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 741  3.74  0.76  25,727 5.21 

インフルエンザ 966  4.88  0.64  69,510 14.08 

ＲＳウイルス感染症 56  0.47  1.33  1,812 0.58 

咽頭結膜熱 71  0.59  1.15  2,199 0.70 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

（警報レベル） 
664 5.53 0.94 11,523 3.67 

感染性胃腸炎 497  4.14  1.05  13,441 4.28 

水痘 13  0.11  0.52  409 0.13 

手足口病 22  0.18  0.63  522 0.17 

伝染性紅斑 3  0.03  3.00  53 0.02 

突発性発しん 41  0.34  1.08  657 0.21 

ヘルパンギーナ 3  0.03  3.00  70 0.02 

流行性耳下腺炎 4  0.03  0.80  80 0.03 

急性出血性結膜炎 0  0.00  － 12 0.02 

流行性角結膜炎 6  0.23  0.60  286 0.41 

細菌性髄膜炎 0  0.00  － 10 0.02 

無菌性髄膜炎 0  0.00  0.00  13 0.03 

マイコプラズマ肺炎 3  0.20  － 40 0.08 

クラミジア肺炎 0  0.00  － 3 0.01 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0  0.00  － 12 0.02 

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 

がん感染症疾病対策課感染症対策係 

担当 中山 長藤 
直通：０９２－６４３－３５９７ 
内線：３０６６ 

                          福岡県感染症情報センター 

     ：警報レベル        ：注意報レベル 


